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はじめに
本稿の目的は、日本にハリストス正教会が受容され土着化する過程の中で、
ハリストス正教会における死にまつわる儀礼と日本の供養文化の交渉について
明らかにすることである。 その対象として日本ハリストス正教会（以下正教会
と記述）における死者に関する儀礼のうち、1970年代から行われ始めたと考え
られる「月例パニヒダ」儀礼を扱う。
正教会は、日本において東方正教会、 また儀礼1の際に用いられる言語がギ
リシャである歴史を持つことからギリシャ正教会とも呼ばれる。 日本において
はロシア正教会と呼ばれることもあるが、これは厳密にはロシアにおけるハリ
ストス正教会を指すため正しくなく、日本においては日本ハリストス正教会と
呼称するのが正しい。 その形態は、教義と捧神礼を共有する世界中の諸正教会
がそれぞれの国ごとにまとまり、独立を保ちつつも緩やかに連合している。 日
本の正教会の概要について述べると、1861年に宣教師ニコライ ・ カサ ートキン
によって正教はロシアから日本にもたらされた。 以来、国家神道政策や日露戦
争、教団内での内紛などにより一時国内で正教会の立場が危ぶまれた時期を乗
り越えて、1970年に日本正教会聖自治独立教会として認められ、現在も連綿と
その信仰が続いている。 またその信者数を『宗教年鑑』(H28出版）で確認す
ると、 H27年度の日本全国の正教徒は9,518人である。 これは、現在日本のキ
リスト教徒が日本における総信者数のおよそ1.0%を占めており日本でマイノ
1 今後正教会 における儀礼について語る際、 本来なら正教会用語である「捧神礼（ほうしん
れい）」（典礼）という語を用いるべきところを、 宗教学的観点から考察を行うためとわかり
やすさのため、 今同はあえて「儀礼」という語を用いることとする。 またそれ以外の正教会
用語で説明が必要なものは、 随時注釈で説明する。
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リティであるといえる状況の中で、 その1.0%のキリスト教徒の中でも約0.5%
（総信者数からみると約0.005%)であり、日本のキリスト教徒の中でもさらに
その割合は少ない。 また正教信者の割合において、 司祭によれば仙台正教会の
信者のおよそ7割2は「家の宗教」として両親より正教を受け継いでいる状況で
ある。
また、 宗教学的知見におけるキリスト教の土着化と供養に関する間題は、 こ
れまで多く取り上げられ議論されてきた。 代表的なものとして森岡清美による
近代日本のキリスト教土着化に関する研究では、 森岡は近代における宗教的受
容と文化的受容の差異に着目し研究を行っている［森岡1970]。 この議論の中
で、 特にキリスト教から見て異教的である仏教的な位牌や仏壇などの問題を挙
げており、 このような祖先崇拝を行う点が日本のキリスト教化を阻んでいると
している。 それに続く研究として待井扶美子は、 日本人クリスチャンが先祖の
供養の問題といかに向き合い、 どのように対処しているかに関して、「墓」 と
「葬送」「家庭祭壇」 など日本人にとって弔いの際に重要である儀礼を取り巻
くものから研究を行っている［待井2005]。 ここで供養の問題として重要であ
るのは、 クリスチャンが先祖のために家庭用祭壇を設けているという事例であ
る。 しかしこの議論では、 対象が日本におけるクリスチャン全般と広く、 土着
化の議論を考える際には一つの宗派に限定したよりミクロな視点が必要である
と考えられる。 また、 この祖先祭祀がいかなる文脈でクリスチャン自身の信仰
と対立することなく理解・受容されていったのかという問題について、 特にこ
れまで報告されてこなかった毎月死者のための祈りを行う正教会を扱うことは
意義があるといえるだろう。 また、 池上良正は著作『死者の救済史』において、
戦界宗教の土着化の過程に即して検証されるべき 「比較死者供養論」の試み
への提言を行っており、本稿はその一端となりうると考えられる［池上2003:
127-128]。 そして日本におけるキリスト教の土着化の宗教学的な議論は総じて
2 司祭へのインタビュ ー 調査の結果、 具体的な数字は確認できなかったが、 仙台正教会にお
いてはおよそ7割が家の宗教として正教を信仰しており、 また残りの3割は正教徒一代目と
して、 正教会を選択して回心し洗礼を受けた信仰者であるとのこと。[2017.05.30. 調査］。
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正教に関して取り扱われず、 主にカトリック ・ プロテスタントの研究が中心で
あった。 その意味で、 本稿はその欠を補完することができると考えられる。
一方また、 正教会に関する研究は、 その多くが神学研究か地方の正教会史に
ついての報告的論文、 正教会の司祭によって記された宣教師ニコライやセルギ
イなどについての研究、 イコン画家山下りんを中心としたイコン研究などに向
けられている[-倉1965, 伊藤2009, 鐸木1988-12他］。 しかし、 日本にお
ける正教会についての総合的研究は、 山下須美礼による明治期から大正期まで
の歴史学的研究と、 イリヤ ・ ハリンによる宜教師ニコライの死後以降1960年代
までの歴史学的研究以外、 管見の限り行われていない［山下： 2014, Kharin : 
2014]。 これらの研究では、1970年以降 は対象とされておらず、 現状いかなる儀
礼が行われているかは不明である。 これらの先行研究の状況を踏まえ、本稿で
は日本正教会における死者の儀礼として、主に月例パニヒダを扱い、 宗教民俗
学的視点からその現状を示すとと もに月例パニヒダを鏡とすることで、 正教徒
の死者がどのような過程を経て先祖となるのか、 またハリストス正教会がどの
ような点において日本の供養儀礼に対応してきたのかについて考察する。
つぎにここで月例パニヒダが如何なる儀礼であるかについてまず確認したい。
パニヒダIIAHI1XI1几Aは、その語源をギリシャ語に持ち、「パン（すべて）」「ニ
クス（夜）」「オ ー ド（歌う）」という3つの言葉の合成であり、 「永眠者のため
に夜を徹して歌う」つまり 「徹夜の祈り」という意味である。 これは、 昔、 永
眠者（死者）のために徹夜で祈っていたことに由来するとされる。 またその儀
礼の内容について、「今では『パニヒダ』を徹夜で行うことはありませんが、
いわゆる『通夜』の時、 親族や友人たちが永眠者の為に『聖詠（詩編）のすべ
てを徹夜して読む習慣』」もあるとし［日本ハリストス正教会教団2013: 176]、
また信徒が一人一冊持っているとされる『記憶録』％こは 「永眠者（死者）を記
3 『記憶録』：日々の生活で自分や家族、 隣人のために祈るために「私祈祷書」と共に信者
が一人一冊持っているもの。 生者・死者の欄に聖名氏名を記入し、 私祈祷書で朝・晩祈ると
きに読み上げ、 また日曜日に教会へ行ったときに聖パンを買い求めて記憶録を添えて司祭に
差し出すものとされている。 内容は記憶録の使い方や「記憶」の起源、 感謝祈祷の祈祷文、
生者の記憶（のための聖名氏名記入欄）、 パニヒダ祈祷文、 死者のために読む祈祷文や聖福
音など、 家族・知人の記憶（のための聖名氏名記入欄）、 永眠者の記憶（のための聖名氏名
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憶するパニ ヒダは、 永眠なされた方々が、 神の国で天の福楽を嗣ぐ者、 天使や
諸聖人と共に過ごせるよう永遠の生命を得られることを祈るもの」［日本ハリ
ストス正教会教団1982: 2]と記載されている。 これらをまとめると、 パニ
ヒダは信者にとって「永眠者 （死者）のために、 生者が神に『死者の記憶 』4を
祈る儀礼」 であるといえる。 なお、「死者の記憶」について、 詳しくは4章で
改めて言及することとする。 そして、 今回対象とする月例パニ ヒダとは、 この
パニ ヒダと同様の形式・文旬の儀礼を月に一度、 各教会にて日曜の聖体礼儀の
後に行うものである。 参与観察したところ、 おおよそ30分�40分程度の儀礼で
あり、 その内容はおおまかに、 パニ ヒダの祈祷文を読みあげて司祭と信徒が共
とうはん
に祈った後、 十字架接吻5を行い、 その後糖飯 （写真1) 6を参加者全員で共食
するというものである。 また特徴的で
あるのが、 祈祷の際に、 祈祷文の中の
本来のパニ ヒダで故人の名 （当然故人
は一名である）を読み上げる箇所で、
その月に亡くなった（その教会所属の）
信者の聖名、 およびその月に亡くなっ
た特別に祈祷すべき司祭の聖名が複数
名読み上げられることである。 また糖
飯とは、コリヴァとも呼ばれ、 穀物（日
写真1 糖飯
[2017.10.08. 佐崎撮影、 仙台正教会］
本ではご飯ともち米）を炊いたものを蜜（現在ではハチミツが一般的である）
や砂糖で甘く味付けした食べ物である。『我主イイスス ハリストスの新約（聖
書）』の「イオアン （ヨハネ）12: 24」、「コリンフ（コリント）前書15: 35」
記入欄）が記述されている。
4 「記憶」という語は、 正教会では神学的な意味合いのある言葉である。 そのため、 神学的
記憶の意味合いで用いる場合「記憶」、 それ以外の日常的に用いられるmemoryの意味での
記憶の場合はそのままの記憶と表記することとする。
5 十字架接吻：「聖十字架」と呼ばれる金属製の持ち運び用の十字架（目測30cm前後）に、
両手を交差して胸におき、 信徒がキスをする行為。
6 以下に示される写真は筆者が仙台ハリストス正教会、 および豊橋ハリストス正教会に許可
を得て掲載したものであり、 また筆者によって撮影が行われている。 場所・ 日付、 解説等に
関して随時キャプションで示すこととする。
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によると永眠者の復活を象り、 甘くするのは天国の甘さ（福楽） を表す。 通常
皿にこんもりともった上に（これは「土葬した墓のように」7こんもりともるそ
うである）、 干しブドウやチョ コ、 グミ、 ココナッツパウダー、 甘納豆、 あん
こなどの甘味で十字架が描かれる。 なお、 埋葬式の際に行われるパニヒダを行
うときにもこれが用意される。
1 . 月例パニヒダ開始の経緯とその後の展開
最初に月例パニヒダがいつから開始し、 また如何なる理由で行われ始めたの
か、 その歴史的経緯とその後いかにして展開したのかを確認したい。 またその
際に、 日本正教会全体の動きと、 その中でも仙台正教会8の月例パニヒダの受
容過程を個別的に見ることで、 より具体的に事例を検討したい。
まずは、 月例パニヒダ成立の土壌となる日本正教会の死者観をめぐり、 三つ
のエピソ ー ドを取り上げてみたい。 月例パニヒダの土壌の一つ目は、 宜教師ニ
コライによる、 日本における死者への供養に対する柔軟な理解の姿勢である。
これを示す逸話としてよく知られているのが、 1892年に書かれたニコライの日
記％こ記されていた「八王子の車夫」の話である。
1892年10月26日 10 (11月7日）、 月曜。 八王子、 五日市、 軍道
朝七時、 八王子を発って五日市へ向かった。
7 実際に糖飯を作っている仙台正教会の婦人会の方へのインタビュ ー から。[20 17.04.25]
8 仙台正教会は、 187 1 (明治 4)年の冬に函館の聖ニコライのもとで正教の教えを学んだ。
イオアン小野、 イヤコフ高屋、 ペ トル笹川がその郷里仙台に戻って伝教した際に置かれた。
東一番町のイオアン小野荘五郎宅を仮会堂とし、 翌年1872 (明治5)年に仙台正教会の設立
となった。 なお、『仙台ハリストス正教会史』によると翌年には受洗者を仙台から出している。
1892 (明治25)年に仙台福音聖堂が成聖（建設）された。
9 『ニコライの日記』 中巻（中村201 1 :30-3 1)。 当書は、 中村健之介編・ギペリオン社版『聖·
日本のニ コライ の 日 記』(«八HEBHIIKII CB51TOro月IIOHCKoro», rro仄pe,naKu:He社
K3HHOCK3 HaKaMpa, 2004) から 日記テキストを選択し、 編集・翻訳した抄訳である。
中村健之介は関東大霙災で焼失されたとみられていたこの日記を発見し、 2000年には『宣
教師ニコライの日記抄』（北海道大学図書刊行会、 編訳）、 2007年には『宜教師ニコライの全
日記』 全9巻（教文館、 監訳）を出版した。
10 ロシア歴（ユリウス暦）が記されている。 また（ ）内は西暦（グレゴリウス暦）が記さ
れている。
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道は桑畑の中をゆく。 ここも養蚕が盛んだ。 前橋にも劣らないほどだ。
八王子には月に六回も絹の市が立つ。 他所からやってきた商人や仲買
人たちは、 動かないでじっとしている。 かれらの前を、 絹の生地の生産
者と売り手が通る。 そして商人たちがかれらから必要としているものを
買うのである。
未知はきのうの雨でひどい悪路だった。 途中の車引きたちのやりとり
がおもしろかった。
「いずれはよ、 日本人はみんなヤソになるぜ」と前の車夫が後ろの車夫
に教えている。 後ろはどうやら新米らしい。
「どうしてだい。 ヤソは何で引っぱるんじゃ」
「死んだらラク（幸福）になるからよ 」
「てことはなにかい、 ヤソじゃホトケ（死者）は大事にされるのかい」
「たいそう大事にするのよ。 ……ヤソは駿河台に10年がかりでニコライ
［堂］を建てたでよ」
［中村健之介2011『ニコライの日記（中）」pp.30-31引用］
（以下略、 下線は筆者による）
この逸話により、 現在正教会の1言徒の間では、 正教会は生者のための祈りが
主であることを前提とした上で、 さらに「正教会は死者に手厚い」という認識
が形成されている。 エピソ ー ド内では「ヤソ（耶蘇）」という言葉が用いられ
ているが、 これは本来キリスト教全般を指すはずの言葉である。 しかしこれを
ニコライが日記に記したことにより、（ニコライの所属する）正教会は死者に
手厚い、 という認識が形成されたと推測される。
また月例パニヒダの土壌の二つ目として、 1914年7月8-9日に行われた神
品11公会議における発話が挙げられる。そこでは当時の府主教セルギイ刊こよっ
11 「神品」：「しんびん」と読み、 主教、 司祭、 補祭の役職の総称。［正教の手引き2013 ・
215] 
12 セルギイ・チホミ ーロフ： ニ コライの次に赴任したロシア人府主教であるが、 ニ コライに
比べ革命や戦争などの時代背景からあまり成果が表れず、 また記録も少ないため、 ニ コライ
-86-
て、 以下のような発話が行われている。
主教セルギイ師は偲教者の任地配布を定めて後ち、 議場に向ひ告げて
日く、 私共の正教は新教とは反対に死者の為の祈躊を大切の事と為し居
るなり。 私も死者の為の祈疇を篤くすることを勤むるなり。 死者の為に
特に祈る可きは大斎前の一週間の土曜日にて、 露屋正教會に於ては此の
教會の習慣を守れり、 日本正教會は今もこれを知らざるなり。 復活大祭
せい
後の習慣に死者の為に祈祷するも宜し、 それから露國正教會にては、聖
神13降臨祭の前の士曜日にも死者のために祈祷せり。 秋には十月の
（原文ママ）
土用日に特に戦死者の為に祈疇するの習慣なり。 日本にては春季皇霊祭
と秋季皇霊祭の日に國祭日なるを以て、 正教會の信徒も休み、 此の日に
異教人は死者を記憶して祈り居るに、 正教會の信者は死者を記憶せざる
なり、 故に日本正教會に於ては此の良習慣に順ずる為に、 春の大斎前の
土曜日でなく、 春季皇霊祭の日を以て死者を記憶し、 秋には秋季皇霊祭
の日を以て同様に死者の記憶日となし、 この日を以て教會の祭日となし、
秋季皇霊祭には特に戦死者を記憶し、 この両日に於て日本の代々の諸皇
祖の霊を始め一般永眠者の記憶を為す事としては如何、 復活祭後の月曜
も用ふべし。
［東京日本正教会1914: 79-80] 
（下線は筆者による）
セルギイはこの議会の中で、 死者のための儀礼の重要性を指摘し、 またこの
ほど高く評価はされていない。［主教セラフィム 2008] 
13 聖神：「せ：いしん」と読み、 キリスト教の他の宗派では「聖霊」を指す。 正教における通
例通り「聖神
゜
」と表記して「せいしん」と読みあらわされるべきだが、 ここではそのまま
議事録通りに表記することとする。
また、 日本における正教用語は、 明治期に宣教師ニコライを中心として翻訳されたものを
現在も用いており、 誤字ではないものの常用漢字ではない場合や、 現代の読み方とそぐわな
いものもある。 また特殊な読みをするものは随時）レビをふって対応している。
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日本にある死者のための祈りを「良習慣」としている。これは日本におけるカ
トリックやプロテスタントの姿勢とはかなり異なる意見だといえる。カトリッ
クやプロテスタントでは、 先祖供養を死者の為の崇拝行為として全面的に否定
している。しかし正教会では、 先祖の霊を崇拝してはいけないが、 崇敬するこ
とには積極的に賛同している［仙台正教会 1967 : 97]。また府主教セルギイは
もともと先相供養のためのお彼岸の日であった春と秋の皇霊祭に言及し、 これ
に順じて正教会の死者のための祈りをすべきであるとし、 日本にすでにある習
慣に積極的に取り入れようとする姿勢がみられる。くわえて秋の十月の土曜日
に特にロシアの戦死者の為に祈躊する習慣を日本でも行うべきとしているが、
「戦死者のため」という意識は結果日本には定着せず、 現在もほぽ意識されな
い。
一点目および二点目からわかるのは、 両宣教師が初めから土着化を図る上で、
日本における死者を祭る習慣に対して好意的であるばかりか、 土着化のために
積極的に取り入れようとする姿勢がみられることである。以上のことから、 死
者の供養に特化した儀礼であるパニヒダを日本で実施するための土壌がすでに
正教会側にもあったことがわかる。
また三点目として、 月例パニヒダが最初に生まれた1970年代における正教会
の取り組みに着目したい。1970年代はちょうど「宜教委員会」が発足され、 日
本正教会の活動が活発化していた時期である。宣教委員会とは、 より正教会を
広め活性化するために教会と信徒だけでなく、 信徒同士の交流のためのさまざ
まな機会を積極的に提供することを意図した会である。その取り組みの例とし
て、 車に貼るための正教会のステッカー作成や、 正教徒の男女の出会いの場と
してカップル会、 また正教徒同士の親交を深めるための青年大会などが企画実
施された。このような正教会の活動をより活発化させようとする機運の中、 月
例パニヒダが行われ始めたのである。一点目および二点目に加え、 三点目のこ
の宜教委員会の活動が信徒の要望がより受け入れられやすい環境を作り、 月例
パニヒダの実施をより容易にしたと考えられる。
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つぎに、 月例パニヒダが行われ始めた時期についてアンケ ー ト14によると、
1970年代に東京主教教区東京復活大聖堂で行われ始めたのが最も古いものとい
える。ただし、 アンケ ー トからは、 1970年代ということはわかっているが、 正
確な年代は不明との回答であった。正教会は、 各教会の自治が重んじられてい
るのが特徴で、 日本においても各教会の運営はそれぞれの教会を担当する司
祭による裁量が大きい。そのため、 儀礼の開始時期は各教会によって大きく
異なっている。 日本全国の正教会での月例パニヒダが実施されるまでの経緯
は、 最初に東京の復活大聖堂で不定期に行われていたパニヒダが、 1970年代に
月例で行われるようになり、 1980年代半ばに各教会の司祭に伝えられて、 日本
全国に広まったと考えられる。1970年代以前の「正教時報」の記録では、 東京
主教教区の主に南部の婦人会が中心となり、 パニヒダを希望する複数人が折々
の時期に集まって、 担当地区の司祭にパニヒダの儀礼を行うよう願い出てい
た。この不定期に献じられていたパニヒダが後に東京復活大聖堂で月例として
行われるようになったとされている15。1970年代以前の月例パニヒダの前身と
して確認できる最も古い記録は、 正教会が明治期から定期刊行している「正教
時報」16の1959 (昭和34)年第831号である。そこには「武岡司祭により婦人会
恒例の永眠者記憶のためリテヤを献じ… (1959.02.05)」とあり、 当時の様子
として婦人会のメンバーが集まり、 司祭に願い出て不定期にパニヒダ儀礼を
行っており、 さらにこのころすでにそれが恒例化されていたことが示されてい
る。また1974年に中央教会として東京各地の支部単位に別れていた教会が統合
された。この時すでに東京復活大聖堂で月例パニヒダは実施されていた。また
その際、 同時に再編成された神学校（東京復活大聖堂に隣接）で学んだ神学生
たちが、 その後各地の教会に司祭として派遣され、 赴任地で月例パニヒダを実
施することとなった。しかし、 受容するかしないかは各教会に任されているた
14 アンケ ー ト結果の詳しい概要については、 2章で述べることとする。
15 仙台の大主教へのインタビュ ー から。[2017.05.25. 調査］
16 「正教時報」は日本正教会教団内の正教時報社が発刊している定期刊行物であり、 現在も
刊行されている。起こりは聖ニコライが明治10年12月に全国の教会情報を知るための定期刊
行物として発刊した「教会報知」に遡る。
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め、 月例パニヒダ自体は行っている教会と行っていない教会がある。
仙台正教会では1984 (昭和59)年の9月�12月にいち早く、 各家にある教会
永眠者名薄の提出を募り、 またパニヒダ献金17を開始している。 その翌年1985
（昭和60)年の一月から、 月例パニヒダが開始されており、 またアンケ ー トか
らは仙台正教会での実施が東京復活大聖堂に次いで実施されていた。
以上のことをまとめると、 月例パニヒダは1950年代ごろに東京復活大聖堂の
婦人会を中心として不定期に実施していたものが、 1970年ごろ月例の行事へと
変化し、 1985年以降日本全国に広まったものである。 ただし、 行うかどうかは
各教会の裁量に任されている。 また、 月例パニヒダは信徒の要請によって行わ
れたものであり、 また日本人にとって先祖や死者をどのように弔うかという間
題に対する正教会なりの応答であると考えられる。 またこの儀礼が行われるた
めの素地として、 正教を伝えた宣教師たちによる死者の為の儀礼に対する理解
があったことも指摘できる。
2 月例パニヒダの分布と現状
では、 実際に月例パニヒダは現状どのくらいの教会によって行われているの
だろうか。 この問題意識から、 今回筆者は2017年10月�11月に質問紙によるア
ンケ ー ト調壺を日本の全地域の正教会に行った。 調査対象は日本全国の66か所
の正教会であるが、 送付した教会は全部で20か所である。 これは多くの司祭が
複数の教会をかけ持っているため、 司祭が常在している20教会に向けて送付し
たためである。 またアンケ ー ト回答の対象者としてはその地区を担当している
司祭を想定し、 その結果はおおむね司祭による回答であったが、 2か所のみ執
事長呵こよる回答であった。 アンケ ー トの返答率は約76%であり、 結果として
全66教会のうち、 50教会分のデー タを回収できた。 なお、 返答のあった教会の
17 パニヒダ献金とは、 文字通りパニヒダのための献金である。 一般的な埋葬式の前に行うパ
ニヒダの際にはその遺族の家から献金されるが、 月例で行う際には各教会の行事として行わ
れるためと考えられる。
18 執事長とは、 正教会における信徒の中の教会運営全般について奉仕する人の取りまとめ役
であり代表者である。 各教会に一人おり、 神品倍徒の中で人望の厚い人が選ばれる。
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うち2か所は集まる信徒人数の関係から他の教会と合併しており、現在活動は
停止していた。
さて、2017年現在の日本全国における月例パニヒダの実施結果は以下の通り
である。表と円グラフの二通りで示した。項目について、「月一回実施」「隔月
で実施」では、ともにパニヒダを儀礼として教会で執り行っており、「リティ
アのみ」はパニヒダの式文の中の一部で、墓地祈祷の時などに用いられる祈祷
文のみを儀礼で用いる場合である。「未回答」はアンケ ー トの返答はあったが
記入のなかったもので、「返答なし」はアンケ ー トの返答がなかったものである。
表1 月列パニヒダ実施割合
月例パニヒダ
月 一回実施 19 
隔月で実施 2 
リティアのみ 4 
実施していない 24 
未回答 1 
返答なし 16 
合計 66 
*2017.11. 月例パニヒダに関する
アンケ ー ト結果
＊対象： 66教会 （佐崎作図）
図1 月例パニヒダ実施割合図
2017年調査：「月例パニヒダ」の実施割合
（佐嫡作図）
月例パニヒダが行われている割合は、「リティア
19のみ」という回答を含め
ると38%である。 これは教会数として示すと25教会である。また月例パニヒダ
を実施している教会をそれぞれ主教教区で分類すると、その割合は返答なしを
除き、東日本主教教区約46% (13教会）、東京主教教区約45% (5教会）、西日
本主教教区約64% (7教会）となった。また「リティアのみ」を除いた「月例
19 リティア：この場合のリティアは「永眠者のためのリティア」を指す。嘆願、誓願、熱心
な祈りという意味で、奉事経では「熱衷公祷」と訳される［水口2016.19]。パニヒダの最
後の方の部分と基本的に同じであり、墓地祈祷の際に各墓前でも祈る際にも用いられる。
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パニヒダ」儀礼を行っている教会は、 東日本主教教区約46% (13教会）、 東京
主教教区約45% (5教会）、 西日本主教教区約27% (3教会） であった。 この
結果からわかることとして、 西日本主教教区は50%以上の割合の教会で行って
いることから死者の儀礼に対してより積極的であり、 反対に各種教区の中で最
も伝教の早かった東日本主教教区、 および儀礼が開始された東京主教教区では
実施割合が50%以下と薄れる傾向がある。 しかし西日本主教教区は「リティア
のみ」を除くと月例パニヒダを実施する割合は30%以下まで落ち込み、 また東
日本主教教区・東京主教教区では「リティアのみ」を行う教会はない。 この遠
因として、 西日本主教教区のリティアのみを行う4教会は同 一の司祭が担当し
ていること、 またリティアはパニヒダの簡易版であり、 聖名の読み上げも行わ
れることから、 例えば信徒の年配者の比率から簡略化するなどというように地
域の特徴に合わせて略式を用いていることが推測される。 また月例パニヒダの
実施状況を見ると、 日本全国ではおよそ38%と半数も行っておらず、 一般的に
広まっているとは言いがたい。 しかし、 司祭が常在している20教会中回答の
あった教会のうち10教会、 つ まり半数の教会は月例パニヒダ（隔月、 リティア
のみを含め） を行っており、 司祭の常在している教会ほど月例パニヒダは行わ
れている確率が高いことが指摘できる。 しかし考慮すべき点として、 東京主教
教区におけるアンケ ー トの回収率が他の地域より低かったため（回収率はおよ
そ50%)、 実施しているがデー タに反映されていない可能性がある。
以上のように、 月例パニヒダは信徒の要請により行われだした行事であるが、
その実施率はおよそ三分の一より多い程度であり、 またその比率は最初に実施
された東京主教教区より東日本主教教区・西日本主教教区の実施割合の方が高
い。 その理由としては、 第一に日本の正教会の中心である東京復活大聖堂で月
例パニヒダは1970年代からずっと行われており、 行わない地区はそれぞれ各司
祭の何らかの事情に必要があれば倍徒の都合のつく時に東京復活大聖堂での月
例パニヒダに参加できるためである。 第二に、 月例パニヒダの開始時期をわか
る範囲で確認すると、 東京正教会、 仙台正教会、 京都正教会以外は1990年代～
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2000年代に開始したものがほとんどである20。 つまり、1980年代に考案され広
められたものの、定着するまでに時間がかかっており、現在になってやっと地
方の教会に定着し広まりつつあると考えられる。
3 月例パニヒダの儀礼分析
つぎに、月例パニヒダの儀礼そのものに目を向け、主に儀礼文の構成と参与
調査をもとに分析を行いたい。
水口神父によるパニヒダの分析によれば、儀礼は以下のような構成となって
いる。①大連祷、②アリルイヤ、③トロパリ21 (第八調、生神女のトロパリ、安
息の為の諸トロパリ）、④小連祷、⑤カノン（第三歌頌、イルモス第六歌頌）、
⑥小連祷、⑦コンダク、⑧イコス（一部、第九歌頌）、⑨誦経（聖三祝文、至
聖三者トロパリ、天主経）、⑩トロパリ、⑪重連祷、⑫永遠の記憶という12部
で構成されている。 これは現在仙台正教会で用いられている祈祷文である巴
このうち、前章で「リティアのみ」実施していると回答した教会は、⑨～⑫ま
での部分を指して「リティア」として祈祷している。
以上の儀礼の構造を踏まえて、ここでは筆者の参与観察を加え、儀礼のプロ
セスやそこで用いられる象徴を随時確認する。右の図2、写真2は教会内で儀
礼が行われる際の空間と人々の配置を示したものである。 まず、参加者（司祭、
信徒） は点灯したロー ソクを持ち、信徒はイ言徒席にて立ったまま、 糖飯が置い
てある台（図中の「糖」） とろうそくを灯したパニヒダ台（図中の「パ」） の方
向を向いて祈祷を行う。 司祭はそれぞれの位置に立ち、 同様の方向を向いて祈
る。 祈祷は基本的に司祭と聖歌隊、一部の信徒との掛け合いのような形で構成
される23。 ほとんどの教会、特に地方都市にある教会では、聖歌の部分を信徒
20 ただし、 未回答や「不明」という回答が多く、 デー タとして示すことができるレベルの回
答は得られなかった。 返答のあるものの限りその開始年代を確認すると、 1990年代は6教会、
2000年代は3教会、 2010年代は4教会であった。
21 「讃歌」と同義。
22 教会によって、 一部を省略していることもあるため。 仙台正教会でも、「イコス」の一部
が省略されている。
23 聖体礼儀の際にもこの祈りの形式は同様である。
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全員が歌い祈っている。 また祈祷中は司
ろ ぎ
祭の一 人が振り香炉を振っている（炉儀）。
これはなにか儀礼が始まる際に、「その
はじまりを知らせ、場をあらためる」た
めに行われるもので［高橋 1983 : 16]、
香炉の中では乳香がたかれている。 また
香炉には鈴が付いており、儀礼の文言は
鈴の音と共に始められ汽儀礼中は司祭
が特別な儀礼的動作を行わない限り、
ずっと振られている。 特別な儀礼的動作
としては、③トロパリ⑦コンダクの際2
回、司祭は補祭と共に(1)パニヒダ台と糖
啓蒙所
風除室
1111,1,11111111,1,111,1', 1 11,'1,1',11 中央のイコン
l',,I」l,1'1'1,"111,1'"1,: 宝座
e 
出入口
図2 正教会内部の図
［仙台正教会をもとに佐崎作成］
飯の置いてある台に炉儀をし
ながら一周し、(2)その後イコ
ノスタスの王門の両脇にある
接吻用のイコンに炉儀をした
後信徒側を向き、中央・右．
左25へと炉儀を行い、(3)至聖
所へ行き至聖所中のイコンに
炉儀を行う。 その後、(4)来た
時と同様の所作を逆の順で行
いながら元の位置へともどる。
写真2 月例パニヒダ実施時の教会内部
[2017 . 06 . 11. 佐崎撮影、仙台正教会］
この動作が2回行われる。 また⑪十連祷の後半には至聖所へ行き、中央の宝座
にあるイコンに接吻したのち、十字架を持って信徒の前に現れる。
儀礼中、信徒は自身の方に香炉が向けられた際、および司祭が信徒に十字を
切る際、十字架を掲げた際には首を垂れて祈る。 また熱心な信徒は祈祷文中の
24 高橋保行『正教信仰図解』pp.16より。
25 信徒から向かって右と左。
-94-
各所にある「アリルイヤ」「主憐れめよ」「ア
ミン」 の文言の際に胸の前で十字を切ってい
る。 また儀礼の際 、「連祷部分 」と「永遠の
記憶」 におけ る「眠りし神の僕（婢）聖名
_26の霊の安息のため～」「眠りしなんじの
僕（婢）聖名 の復活と生命と安息なり」と
ぽくひ
いう文言の際 、 僕婢27の後にその月に亡く
なった個人の聖名が節を付けて挿入される。
仙台正教会の場合 、 少ない時でおよそ1分
（約30名ほど）、 多い時で3分 （約90名ほど）
程度読み上げられる。 その際に読み上げられ
る名は 、 永眠者名簿に記載があり、 かつ現在
写真3 パニヒダ台
[2017 . 11 . 11. 佐崎撮影、豊橋正教会］
教会に通う信者が覚えているだろう範囲（平成～昭和、 場合によっては大正時
代）の信徒の聖名が節をつけて読み上げられる。 祈祷が終了すると 、 司祭・信
徒は共に十字を切り、 糖飯を分け合って食べる。
また 、 月例パニヒダの際に読み上げるための名簿があり（月例パニヒダの名
簿 、 永眠者名簿とも）、 司祭はこれに従って永眠者の聖名を読み上げる。 なお
永眠者名薄に永眠者の聖名が加えられるのは永眠後すぐであるが 、 月例パニヒ
ダで名前を読み上げられる人は、 亡くなってから一年後の亡くなったその月か
ら他の永眠者とともに聖名を読み上げられることとなる。
ここで宗教学的視点からより詳細に考察するため 、 現在行われている死者に
対するパニヒダ儀礼を行われる時期・時間によって大きく5種に分類すること
で 、 月例パニヒダの特徴をより明確化したい。 その5種とはすなわち、 ①埋葬
式、 および三日祭、 九日祭、 四十日祭、 一年祭、 0(任意）年祭に行われるパ
ニヒダなど個人の死から日を数えて行われる儀礼 、 ②春秋の大パニヒダ （もし
26 「聖名 」の部分は筆者によるもので、 本来の儀礼本文では「僕（婢）」のみである。
27 {言仰者が神の僕、 神の婢であることを示す。
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くは総パニヒダ）、③月例パニヒダ、④異教人のパニヒダ、⑤個々の家庭にお
いて行われるパニヒダや墓地祈祷の際のリティアなどその他、の5種類である。
①は死者が出た際に火葬・土葬前に行われる儀礼であり、通常教会で行われる。
なお、『正教の手引き』(1967年）『記憶録」(1982年）には二十日後に行う二十
日祭の存在が記述されているが、新しい 『正教会の手引』(2013年）には、
二十日祭は記述されていない。 ②は春（復活祭後の光明週間（復活祭後の2週
しょうしんじょ
間中のフォマの主日の次の月曜日））と秋（生神女就寝祭の前後）に教会で行
われる儀礼である。 二章の1914年の神品公会議における宣教師セルギイの発言
にもあった春季・秋季皇霊節に順じた祈りにあたるものがこれである。 ③はこ
れまで述べてきた毎月 1度、教会で行われるものを指し、日本でのみ行われる
儀礼である。 ④もまた日本にのみ存在する儀礼で、これは正教徒ではない未侶
徒を対象とした祈りであり、信者からの要請に応じて行われる。 また異教人の
ためのリティアも存在する。 ⑤は各家庭から司祭が依頼を受け、各家庭で行わ
れるものである。 また命日に行われることが多いが、例えばなかなか来られな
い司祭が来た機会にパニヒダを献ずる、ということもある。 いずれもこれらの
祈祷の内容は通常埋葬式で行われるパニヒダの祈祷文と変わらない。 これらの
ことを踏まえた上で、③月例パニヒダの特徴を儀礼における時間軸から考察し
ていきたい。
この5つのパニヒダ儀礼はC. ベルの理論に従うとA. 年中儀礼Calendrical
RitesとB. 通過儀 礼Rites of Passageの二つ に分け る こ と ができ る
[Bell,C 1997]。 A. 年中儀礼は、「時間的な移行に社会的な意味を持った〈定義〉
を付与し、各日、各月、各年の不断に更新されるサイクルを創造する」とされ
る[Bell 1997 : 197]。 つまり人間の生活を取りまく時間の流れを周期的・円
環的なものとみなす時間軸の在り方を前提とし、定期的に行われる儀礼を示す。
また、B. 通過儀礼とは、 「人間の社会生活のひとつの段階から別の段階への移
行を文化的に印づけるものであり」、「生物学的＝文化的にライフサイクルに〈秩
序と定義〉を与える」 ものである[Bell 1997 : 182-183, 197]。 つまり人間の
一生が生から死へと一直線に向かうという時間観を前提に、その節目に行われ
-96-
る儀礼、 例えば誕生や結婚、 葬式などの儀礼を示す。 正教会にはパニヒダ以外
も A. 年中儀礼にあたる儀礼が数多く存在している。 以下に年間の儀礼を表に
示してある280 
表2 日本正教会における 一年間の祝祭日
（東日本主教教区のスケジュ ー ルを参照、佐崎作図）
F 9-
2月 主の迎接祭
4月 生神女福音祭、 聖枝祭、 （聖大スボタ）→復活大祭（聖大パスハ）→光明
週間→大パニヒダ（墓地祈祷）」
では、 上記の5種類のパニヒダ｛義礼をこの二つの儀礼に分類してみると、
A. 年中儀礼には②春秋の大パニヒダ③月例パニヒダ、 B. 通過儀礼には①葬式
前のパニヒダ④三日祭以降に行われるパニヒダ⑤家庭でのパニヒダ、 が当ては
まる29。 特に着目している月例パニヒダは、 その月ごとに行われるという性格
から、 A. 年中儀礼の方に分類できる。 一方で、 B. 通過儀礼はその特徴として、
葬式などをみてもわかる通り、 他の誰でもないその人個人に対してその安寧を
祈るものであるため、 個人の名、 個別的な名詞を用いる傾向があることが指摘
できる。 この点に関して、 月例パニヒダの中でその月に亡くなった人の名前を
積極的に繰り返し呼ぶという性格は通過儀礼的な特徴であると考えられる。 つ
28 なお、復活祭以外は正教で正式に用いられるユリウス暦ではなく、日本において一般的な
グレゴリオ暦を用いて示している。
29 またこれに加えて、 パニヒダではないが通常の聖体礼儀の中に、死者の記憶を祈る祈祷文
が含まれている。これは繰り返し何度も行われるその性格からA. 年中儀礼に含めることが
できると考えられる。
-97-
— 
まり月例パニヒダは定期的に行われる年中儀礼でありながら、 通過儀礼的な側
面も持ちうると考えられるのである。
以上のことを総合すると、 月例パニ ヒダはその位置づけとして、 A. 年中儀
礼とB. 通過儀礼の中間を占めるような儀礼、 また間を取り結ぶような儀礼と
考えることができる。
それでは、 月例パニヒダは一体なぜこのような性格を持つようになったのだ
ろうか。 正教会における埋葬式以降の流れと一般的な日本の仏教形式の葬條以
降（弔い上げまで）の期間30とを比較し考察したい。
図3を参照し考察すると、 日本正教会と日本の仏教形式州こおける個人の死
以降に行われる儀礼の流れは、 最初の一年までは、 その年祭／年忌が行われる
期間がよく似ている。 また逆に大きく異なる点として、 日本正教会では日本仏
教における弔い上げや三回忌以降の法要がない代わりに、 パニヒダ（月例パニ
ヒダ・総パニヒダ・家庭での命日のパニ ヒダ）を繰り返し行うことで、 まとめ
て先祖のために祈る形を取っている。 命日のパニヒダが献じられる年数は地域
や個人によってさまざまだが、｛言徒たちは最低1年目まで個々にパニ ヒダを献
じ、 以降だんだんと年祭（日祭）を行わない代わりに、 月例パニヒダに参加す
ることで補ってきた。 月例パニ ヒダで読み上げられる聖名は、 現在教会に来て
いる信徒を対象としているため、 信徒の覚えている妻や夫、 兄弟姉妹、 両親、
場合によっては祖父母まで（平成～昭和、 場合によって大正時代まで）の代の
永眠者の聖名を特に読み上げ、 極端に古い信徒（例えば明治期の信徒など）の
聖名は読み上げられなくなる。 したがって、 月例パニヒダの祈祷文①大連祷、
④⑥小連祷、 ⑪重連祷、 ⑫永遠の記憶の部分にある「僕（婢）聖名 」の部
分が「僕（婢）」のみとなり名前を読み上げられなくなるとき、「弔い上げ」の
ような、 名をしっかりと覚えている身近な死者から先祖へと移行すると考えら
れる。
30 日本仏教における諸儀礼については、 宮家準「宗教的象徴分類」「宗教儀礼」[1989 : 61-
102, 103-126]、 および坪井洋文「ムラ社会と通過儀礼」[1984:455-506]、 田中久夫[2000'
307]を参照している。
31 日本における仏教独自の発達を遂げているためこのように限定して用いることとする。
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+ + 
三 七
回 回
忌 忌
※二十三回忌二十七回忌の代わりに二十五回忌が行われる場合もある
また、 三回忌は亡くなって2年目の命日に行われる（以後同様）
周忌
三回忌
一十
三回忌
time 
一年
祭 以降月例パニヒダ ・ 総パニヒ
ダ ・ 命日に家でパニヒダなど
図3 正教会と日本仏教における死後の年忌／年祭（日祭）儀礼比較図
［佐崎作成、「日本仏教」については『日本民俗大辞典』「年忌」［田中 2000 : 307]を参考］
日本の宗教民俗学的見地から、 坪井は「日本の民俗学の成果によると、 人の
死後に営まれる年忌は、 死者がしだいに個性を脱して浄化し、 祖先霊へと昇化
していく家庭の段階を示すもの」とし、 年忌と先祖の関係について述べている
［坪井1984: 497]。 このことから、 年忌とよく似た形で整序された正教会の
年祭（日祭）の存在は、 死者を弔うという側面から見て、 日本人により正教会
を受容しやすくしていると考えることができるだろう。 したがって、 正教徒の
死者（永眠者）は、 1年祭まで行ったのち、 月例パニヒダをはじめとした諸々
のパニヒダ儀礼を献じることで個性を脱化し、 先祖になるというプロセスを踏
んでいる。 そして中でも、 月例パニヒダで聖名を読み上げられなくなるという
ことが、「個性の脱化」の機能を果たしていると考えられるのである。
結果、 月例パニヒダが永眠した正教徒すべてを祈るとともに、 信者にとって
特別にまだ名前を憶えている死者のために聖名を読み上げて祈るという両面を
持つことで、 正教会は日本の死の儀礼に対応し、 士着化しえたと考えられる。
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4 月例パニヒダに対する司祭と信徒のまなざし
この章では、月例パニヒダが、教会（司祭）側と信徒側でどのように意味づ
けられているのかを考察したい。
まず、 これまで何度も登場している正教会における重要な概念の一つであ
る「死者の記憶」について改めて言及する。『記憶録』によるとそもそも「記
憶」の語源は、旧約時代に遡る。ユダヤの勇将イウダ・マッカウェイはイドメ
ニャの将軍ゴルギイとの戦いの後、 戦死者の埋葬式をしようと戦友の遺体を集
めた。しかし、 死者の軍服の中から敵軍の偶像の飾りのある品物を発見した
が、 ユダヤの律法ではそのような物品の略奪が禁止されていたので、 勇将と 一
同は、戦友の犯した罪の赦しと、 魂の救いのために祈祷し、戦死者の献祭のた
めにイエリサリム（エルサレム ）の神殿に金貨400枚を献じた。このことが「記
憶」の始まりとされる（マッカウェイ第二書12章）［日本ハリストス正教会教
団1982 : 3]。
この「記憶」には大きく二種類、「生者
の記憶」と「死者の記憶」が存在する。
「生者の記憶」は今生きている者への祈り
であり、 主には聖体礼儀32の中で祈られる。
せいか
司祭が聖文33を使用し聖パンの小片を取り
出しながら（正確には祈りながら聖パンの
一部を切り取る間に）記憶用紙（写真4参
照）に書かれた聖名を読み上げてもらうこ
とで、自分たち（生者である信者）の毎日 写真4 記憶用紙
[2017.04.30佐謝撮影、仙台ハリストス正教会］
の罪が主イイスス（イエス）の聖血で浄め
られるよう祈るとともに、 その人（多くは家族や友人）の健康、 出世、安全な
どを祈る。『記憶録』にはその対象として、「諸主教、 司祭、補祭、教役者、そ
の国の元首（天皇及び国を司どる人々）、 他にその教会に属する全信者及び知
32 聖体礼儀：キリスト教の日曜礼拝を指す。なお、正教会でのみこの用語が用いられる。
33 成聖された槍の穂先を象ったナイフ。
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人」が挙げられている［日本ハリストス正教会教団1982 : 4- 6 J。 一方「 死
者の記億」は、 永眠した者への記憶であり、 主イイススの復活にあずかり、 永
眠者が神のもとへ行けるようにと祈るものである。 パンフレット「誰でも知っ
ておきたい正教会の奉事と諸習慣」によると、 正教においては「死者の記憶」
とは、 ①最も信徒の人格・徳を高める行為であり、 ②他者に代わって自分が祈
ることで（他者の）神恩・幸福・健康を賜るよう祈る行為であり、 ③生前の罪
の赦しを願い死者が諸聖人のいる神の福楽の世界に入るよう祈る行為であり、
④同時に自分が故人の信仰を受け継ぎ将来神の国に入ることができるよう祈る
行為であるとしている。 また新約聖書には死者の記憶について直接書かれてい
ないが、 これについて正教会府主教フィラレトは「先見なる神の叡智は、 死者
のために祈祷すべしとの誡命を聖書中に大声で宣言していない。 それは人間が
この偉大な恩寵をあてにして怠惰な生活をさせぬため、 また生存中恐れと警醒
とで救いを得させるためである。」（ダニイル墓地聖堂成聖式の説教）と説明し
ている［日本ハリストス正教会教団1982 : 4 J。
月例パニヒダは、 この「死者の記憶」に特化した形の祈りであると考えられ
る。 しかし本来、 聖体礼儀の中には「死者の連祷」として死者のための記憶の
祈りが含まれており、 実質的には毎週死者の為の祈りを行っていることとなる。
それでは、 なぜ「死者の記憶」に特化した月例パニヒダ儀礼が行われるように
なったのであろうか。 教会はどのように考え、 理解しているのだろうか。 これ
について、 A司祭（仮名）になぜ月例パニヒダを行うのかをインタビュ ー した
ところ、 下記のような返答を得た。
「（月例パニヒダは）月命日のようなもので、 信者さんが教会に来る回
数を増やすために行い始めた。 毎週の日曜の聖体礼儀すべてに参加する
のは（イ言者が）疲れてしまうので、 特に来るべきHとして認識してもら
えれば。 …（中略）… 死者を神に記憶してもらうことで、 死者が天国に
行けるようにする。」
［仙台正教会A司祭、 2017.02.01. インタビュ ー 調査］
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（下線は筆者による）
つまり、 月例パニヒダを聖体礼儀の後に設けることは、 信徒がより教会に足
を運びやすいようにする教会側のエ夫だと述べられている。実際に、 アンケ ー
トの結果、 聖体礼儀のみより聖体礼儀と月例パニヒダ両方を行う日に参加者が
増加すると8教会から返答があり、 また仙台正教会でも実際に参与調査によっ
ても確認している。具体的にアンケ ー トによると8教会のどの教会からも、 通
常の聖体礼儀の参加人数よりおよそ10人程度増えるという回答を得た。また仙
台正教会において、 筆者が参加し確認した限り、 聖体礼儀のみの場合と聖体礼
儀と月例パニヒダ両方を行う場合では、 後者の方が平均10�15人ほど参加者が
多いという結果が得られた。春と秋の総パニヒダの際は、 さらに参加者が増加
していた。ただし、 月例パニヒダは月に一度聖体礼儀後に行われるのだが、 こ
の聖体礼儀にのみ参加して月例パニヒダには参加しない｛言者もおり、 結果とし
て月例パニヒダの行われる日の聖体礼儀の際が最も人数が多く、 月例パニヒダ
が行われる際には少し減少するのが常である。このことから、 教会側のエ夫は
功を奏したといえる。
また信徒の意見として、 月例パニヒダがいかなる儀礼であるかをたずねると、
「亡くなった先祖の名前を読み上げてもらって、 供養してもらう。月例パニヒ
ダは月命日のようなもの」 34 「すべての死者の命日に祈祷していたら、（教会で）
全ての日に祈祷しなくてはならなくなる。（だから）月にまとめて行う方がよ
い」 35などという意見がみられた。 さらに供養の意味について間うと、「永眠者
（死者）に対し冥福を祈る行為」という返答を得た。また、 普段あまり教会で
見かけない信徒の方が月例パニヒダの実施の日に久しぶりに教会に来る、 とい
うケ ー スも多くみられる。つまり熱心に教会に通う信徒にとって、 月例パニヒ
ダはインタビュ ー通り「月命日」の働きをなし、あまり熱心ではない倍徒にとっ
ては特別な月に通う年に1度の祥月命日として機能していると考えられる。
34 仙台正教会、女性信徒さんから[2017.04.20. 調査］。
35 仙台正教会、 男性信徒さんから[2017.10.08. 調査］。 なお、（ ）内は筆者による補足。
-102-
以上のことを踏まえると、 月例パニヒダは教会にとって、 教会に来てもらう
きっかけとなるという点で意義がある。 また一方｛言徒にとって①死者のために
特別に祈りの場が設けられている点と、 ②個人名を読み上げて祈ってもらう点
に意義を持つと考えられる。
また、 月例パニヒダの実施は、 信徒側にとってなくなった家族や先祖のため
の特別な祈りの場として認識され、 一方教会側も、 昨今のキリスト教徒の教会
離れが叫ばれる中、 信徒といかに接点を持つかという問題に、 死者のための儀
礼を積極的に取り入れることで応答していると考えられる。
おわりに
月例パニヒダは、 日本においてのみ存在する「死者の記憶」を神に祈る儀礼
であり、 ①最も信徒の人格・徳を高める行為であり、 ②他者に代わって自分が
祈ることで（他者の）神恩・幸福・健康を賜るよう祈る行為であり、 ③生前の
罪の赦しを願い死者が諸聖人のいる神の福楽の世界に入るよう祈る行為であり、
④同時に自分が故人の｛言仰を受け継ぎ将来神の国に入ることができるよう祈る
行為として神に祈られる。 その起こりは1970年代東京復活大聖堂における婦人
会を中心としたメンバーの希望によって不定期に行われていたものが、 1985年
以降日本全国の正教会に広がったものである。 しかし、 各地域の教会運営は地
区の司祭の裁量によるという正教会の性格から、 この儀礼はすぐに全国に広
まったわけではなく、 むしろ1990�2000年代にゆっくりと広まった。 しかし現
在全国的な規模で見ると月例パニヒダは全体の約4割弱しか実施していない。
また司祭が在中している教会ほど月例パニヒダの実施される割合は高かった。
また月例パニヒダの代わりに、 その一部であるリティアを毎週の聖体礼儀の後
に実施する教会もあった。
この月例パニヒダはおよそ十二の祈祷から構成されており、 死者個人の聖名
を読み上げるところにその特徴がある。 また日本仏教の年忌法要と正教会の年
祭（日祭）の期間を比較すると、 1年祭まではその催事の行われる間隔が似て
いる。 つまり命日に家庭で行われるパニヒダと月例パニヒダが、 1年祭以降か
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ら弔い上げにあたる過程の代わりをなすと考えられる。 この月例パニヒダは、
信徒にとって亡くなった家族や身近な人の名前が読まれる点に意味があるとさ
れ、 また同時に教会からは、 信徒がより教会に来やすいようにするための契機
の一つとなると意味付けられている。 このように、 月例パニヒダに対し、 信徒
と司祭がそれぞれの意味付けを与えることで、 月例パニヒダが正教会の土着化
をはたすための一端を担っていると考えられる。
今後の課題として、 正教会の供養的な側面について他の儀礼からも検討する
必要がある。 また日本の正教徒の各家庭で行われている死者の祈りや像礼を見
るという、 よりミクロな視点が必要である。 くわえて、 正教会の庇護者を自任
し、 日本に正教を伝教したロシアにおける死者との関わり方とも比較する必要
があるといえる。 また、 正教会における「記憶」という概念は幅広く包括的な
意味合いを持つ重要な概念であるため、 別の事例からの検討も必要である。 以
上のことについては、 今後の課題としたい。
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とをここに厚く御礼申し上げます。
誠にありがとうございました。
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Acceptance and the present situations of the Orthodox 
Church in Japan viewed from "Monthly Panikhida" 
Ai SAZAKI 
The purpose makes it clear about negotiations between Japanese memorial 
service culture and memorial ritual of Orthodox Church in Japan in indigenized 
process. "Monthly Panikhida'' which has begun to be performed from 1970's in 
Orthodox Church make the subject. 
Monthly Panikhida is the ritual for the dead performed after Divine Liturgy once 
a month in the Orthodox Church in Japan, and this is performed only in Japan and 
is the ritual which prays to God for "the memory for the dead". This feature is that 
the priest read holy name of an individual of the dead, the point that the name of 
the family who passed away for believers and the close people are read is 
significant for believers in this. And this was something significant for the Church 
by the case that believers could think it was one of the opportunity that they must 
come to the church. As a result, monthly Panikhida is to have the memorial service 
functions, and when it's taking the part to achieve indigenization of the Orthodox 
Church in Japan. 
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